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改革改善
の考え方

①問題
点

グループ・サークル活動の育成・充実

②改革
提案

地域におけるグループ・サークル活動を活発化させ、学習意欲の向上を喚起するための支援を行う。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

各地区、身近な地域で芸術文化に触れる機会を提供してきたことでほぼ目標を達成することができた。

総事業費①+② 23,756 651 23,600 718

5,433 5,433

臨時職員所要時間 3,276 3,276

一般財源 806 651 650 718

人件費計（千円）② 22,950 22,950

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 806 651 650 718

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

各地域で芸術文化に触れ親しむコンサート、体験教室等の実施
(1)橋北、橋南、東野、下久堅、竜丘、三穂、南信濃公民館　　ふるさとコン
サート
(2)橋北公民館　　伝統文化保存継承プロジェクト
(3)橋南公民館　　伝統文化継承学級
(4)松尾公民館　　松尾踊ってみよう会ほか
(5)上久堅公民館　十三の郷ふれあいコンサートほか
(6)龍江公民館　　今田人形浄瑠璃保存伝承
(7)竜丘公民館　　ニューイヤーコンサート
(8)三穂公民館　　伊豆木人形継承
(9)伊賀良公民館　復活!伊賀良音頭
(10)上郷公民館　　オーケストラと友に音楽祭in上郷
(11)南信濃公民館　　かぐら寄席ほか

1 講座等開催数
　
2 延べ参加人数

1　144回

2　3,946人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・各地区公民館、学校の体育館などを会場とした100～200人規模のコンサートの実施。
・人形劇講座、演奏会、映画鑑賞会、地域伝統芸能学習会、美術講座など、市民による実行委員会形式で取り組まれる各地区芸術文
化事業への支援。

※この事業は前期基本計画（H19～23）で「地域芸術文化振興事業」として施策27「文化芸術の振興」に位置づく事業として展開してき
たが、後期計画（H24～）からは各地区で住民が芸術文化を学び交流できることを主目的と整理して施策28「学習交流活動の推進」へ
位置づける。当該事業は、各地区公民館が展開する学級講座を主な内容とする。

成果
指標

参加者延べ人数（人） 3400 3946 3450 3500

成果
指標

講座等開催数（回） 114 144 117 120

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

飯田市の人口（人） 102446

意図（どういう状態
にするか）

地域の芸術・文化を学び体験し交流を深める
目
的

対象（誰・何を） 各地区住民(市民）

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 28 学習交流活動の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 公民館 H27係等名 学習支援係 H26係等名 学習支援係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 地域の芸術文化学習交流支援事業

会計 一般会計
48 7

事業種別 政策

2 施策№ 28 事業№


